































支援室（tel. 075-753-3452: coe-jimu@econ.kyoto-u.ac.jp）にお願いします。 
（組織委員：八木紀一郎） 
+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 
中国西部大開発の進展と今後の課題 
西安交通大学教授 朱正威 
7月2日のシンポジウムで朱教授が報告した内容は、西部大開発計画における陝西省の位置づけ、
西部大開発に関連する同省の現在までの成果、直面する課題および西部大開発全体を見るに際して
考察すべき点、からなる。 
中国の西部は陝西省を含む12の省、直轄市および自治区からなる。同じ西部とは言ってもこれら
の地域間において相違がある。中でも陝西省は資源開発産業が強く、伝統的工業の基礎も有し、人
材面でも優位であるなど、西部の他地域にくらべより強固な発展の基礎を有しており、西部大開発
計画の実施において、他の西部諸地域に比べてもより重要な役割を持っていると考えられる。 
陝西省の西部大開発に関する成果に目を向けると、たとえばインフラ建設、退耕還林の急速な進
展、産業構造における第二次産業の貢献度合の増大、貿易額の増加に見られる対外開放の進展、お
よび科学技術の領域における多数の賞の獲得などに代表されるとおり、他地域に比してより良好な
パフォーマンスを見せていると評価できる。 
しかしながら、同省は西部大開発の実施過程においていくつかの課題に直面している。まずは経
済成長そのものについて、陝西省自体は西部大開発開始後に明らかに成長速度を増してきているが、
本実施前後の、西部地域が全国に占める比率を比較してみると、ほとんど横ばいであり、他地域の
経済成長速度は同省と同等、もしくはそれ以上であると考えられる。また資源開発産業が巨大な利
潤を生み出しているにも関わらず、それが一般の市民を裨益するに到っておらず、都市と農民の間
の格差感が強まってきている。 
こうした陝西省の状況を踏まえ、以下、西部大開発全体を見渡した場合に、考察すべきいくつか
の点を述べる。 
まずは計画目標を更に明確に定めることが必要である。目標を絶対的水準として策定するか、他
地域との比較を配慮した相対的目標をするか。実現期間を明確かするか、それはどれくらいの期間
であるべきか、といった点につき、十分に検討・明確化する必要がある。 
次に、目標実現の過程を正確に把握しておく必要がある。この過程として広く認識されているも
のは以下の諸類型に整理可能と考える。すなわち、平等な条件の下での競争や効率向上を重視する
考え方、生態環境保証を重視する考え方、および一定の成長率実現を重視する考え方、である。し
かしながらそれぞれの考え方につき検討してみると、平等な競争は、沿海部が優遇政策により発展
してきた経緯に鑑みると、公平とは言いがたく、効率重視の考え方は、効率の高い沿海部への投資
集中をもたらしうる。生態環境保証の重視は、三大河川の源泉の立地に代表されるとおり、要保護
地域を多く擁する西部がより大きな負担を課せられうるし、成長率一定の政策は現時点で初期条件
に大きな差異がある以上格差を拡大をもたらしうる。以上のように、広く議論されている目標実現
過程は、残念ながらいずれも西部地域に対し不利な考え方である。 
また更に、以下の利益関係にも十分に留意する必要がある。すなわち西部開発による利益が西部
に帰着することの確保（単なる西部の利益流失にならないこと）、都市と農村の関係、少数の富裕者
と多種の一般民衆との再配分問題を解決すること、政府財政と民衆の社会保障を調整すること、及
び中央政府が地域間格差是正・再配分の役割を果たすための財源確保に関連して地方政府との関係
を整理する、といったように、これらの諸関係を十分認識しつつ、問題に取り組む必要がある。 
 
